













































1. 低迷する PRS主流化 
開発戦略は時代のニーズを受けながら漸次進
化する。多くの開発関係者に記憶されているように、
ポスト冷戦期の 1990 年から 2005 年くらいの期間












助委員会（Organization for Economic Cooperation 












































































































ンスを見直し、第 5 章では 2010 年代の貧困削減
のその後の政策潮流について限定的ながら確認
する。第 6章は PRSの歴史的意義を可能な限り国







































年に  UNICEF （ The United Nations Children’s 
Fund：国連児童基金）が「人間の顔をした構造調







United Nations Development Programme：UNDP）も























































































































































































































































































































かったので世界銀行、OECD や ILO の方がこれら
の問題をカバーしていた（コール 2004）。しかし、































（Bhalla and Lapeyre 1999）。欧州委員会（European 
Commission：EC）は社会的排除を社会政策の中
































































































年の 91 億ドルから 2008 年の 260 億ドルに増加し












































































































日 1 ドル 25セント以下の基準で、途上国の貧困層
は 1981年の 14億人から 2015 年の 8.4億人に減
少した（Chen and Ravallion 2008; UN 2015）。ただ
し、地域的な差異は大きく、人口に占める貧困者
の割合は、東アジアでは 1981 年の約 80％から
2005年の18％に減少したが、アフリカでは 1981年
























































































































また、日本は当時 1 位か 2 位のトップ・ドナーの
地位にあったので、小規模のドナーのような援助
協調を通じたスケール・アップの必要性を切実に



























































































































































































帯一路構想（Belt and Road Initiative：BRI）」や
































































































発援助の目標を ODA/GNI 比率で 0.7%に拡充す























































































































































































































































































と BRICS からの軽視によって DAC 自体が弱体化






























































































































































































































は 2 例のみであったが、1990 年代には大統領選
挙の 90％が競争で行われ、2000～2005 年にはそ







































































































































































































































































































































































































































































































































18 英国は 0.71％で達成されたが、独は 0.52％、仏は
0.37%。ちなみに、EUの平均は 0.47%。なお、英国では、
0.7%目標が法制化されている。 




が 2009 年の欧州議会選挙でオランダの第 2 党となり、
2010年の下院選挙で第 3党になった。 
20 フランス国民連合は 2014 年の欧州議会選挙では仏
国内の 25％の得票を獲得し、2015 年の州議会議員選
挙の第 1回投票では 28％の得票を獲得した。 
21 CNN “Trump has done a big flip-flop on Wall Street,” 





















24 世界銀行の 1990 年、2000年の WDR の貧困特集、
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